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④   みんなで 育てる 楽しい「みんと」                                                                                                                                                本は ともだち 鹿島市民図書館   ① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

去年の１２月から続く寒波による大雪のニュースを見ていると、かつて青森県とその後の北海道の勤務で経

験した、北国特有の生活の大変さを懐かしく思い出します。 

北国では、雪が降り始めて何日か経った頃、ある時から大雪が始まります。雪は延々と降り続くので、雪かき

も毎日、延々と続きます。このような気候風土が、県民性やその土地のお国言葉“方言”にも影響していると言

われています。その中でも、良く知られている方言が津軽弁です。「わ」は「わたし」を、「な」は「あなた」を意味し

ますが、津軽弁には、他にも一文字で意味を持つ方言があります。こんなに短い言葉となった理由の一つとし

て、「寒いから」、「口をあまり開けると雪が入るから」という俗説もあります。 

日本の各地で話されている方言は、「言葉は国の手形」と言われるように、その人の生まれ育った国を表すも

のでもあります。先日、鹿島の方言の「ほとめく」を知りました。語源を調べようと図書館内を探してみると、

「鹿島の方言 鹿島市史資料編第三集」という本がありました。その「十 行動」の章に、「元来は『ほとほとと音

を出す』ことで、歓待のために台所でまな板の音をたてて用意している様を言ったものであろう。」との記述が

ありました。 

この「ほとめく」という言葉、実は枕草子の「虫」を扱った段の中にも、原文：「ぬかづき虫」【現代語訳：「こめつ

き虫」】について、次の一文があります。原文：「思ひかけず、暗きところなどに、ほとめき歩
あり

きたるこそをかしけ 

れ。」【現代語訳：「思いがけず、暗い所などに、ことことと音を立てて歩いているのは、お 

もしろい。」】 何となく心地よい響きを感じる「ほとめく」という方言は、鎌倉殿よりさら 

に前の平安の頃に繋がっているのでしょうか。 

年末に久し振りに帰省されたご家族も、皆さまが「ほとめきんしゃった」ことに随分と喜 

ばれたことでしょう。（使い方、合ってます？） 

鹿島市民図書館長 市坪 秀明 

■ 雑誌ふろくプレゼント 
■ 館長コラム 
■ イベント報告 
■ 『あたまｲｷｲｷ ｼﾆｱﾗｲﾌを楽しもう！』参加者募集 
■ ぷちギャラリー展示作品募集 
■ 学芸部だより⑪ 

司書のひとりごと… 
寒い日が続いている今日この頃。以前は冬になると 

よく体調を崩していたのですが、筋トレをするように 
なってからは風邪をひかなくなりました。やっぱり身 
体を動かすことは大事なんですね。 
 

受験生のみなさんにとっては特に大事な時期。 
手洗いにうがい。バランスのいい食事に、適度な運動。 

そして十分な睡眠。 
体調管理はしっかり行い、来たるべき日に 
備えましょう。 <K> 
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２０２２年１月２５日発行 

 開  

み ん と

〒849-1312 鹿島市大字納富分 2700-1 

鹿島市生涯学習センター エイブル 

http://www.library.city.kashima.saga.jp 

土曜日のおはなし会 
対象：3才～ 
日時：毎週 土曜日 14時～ 

会場：図書館 おはなしの部屋 
 

 

 

わ・わ・わぽっとでおはなし会 
対象：就学前児とその保護者 

日時：毎月 第 2水曜日 11時～ 

最終 日曜日 11時～ 

会場：子育て支援センター 

・・・館長コラム「  お国言葉  」・・・ 

休館日 

● 図書館でのおはなし会は予約制です。 

参加ご希望の方は、電話または来館に

てご予約ください。定員は６人です。

なお、今後の状況によっては、中止に

なる場合もあります。 

あんころもち 
対象：0～3才 

日時：毎週 火曜日 14時～ 

会場：図書館 おはなしの部屋 

雑誌ふろくプレゼント 

図書館で購入している雑誌のふろくをプレゼントします！ 

応募期間 ２月１日（火）～２０日（日） 
応募場所 図書館内 
応募方法 氏名・電話番号・発表用ペンネーム・図書館 

       カード番号・おすすめの図書館の本・おすす 

       めポイントを応募用紙に記入して応募箱に 

       入れる。  

         ※1人 1枚まで、2枚目以降は無効。 

         ※応募者多数の場合は抽選。 

 

当選者発表・ 

ふろく引渡期間 

 

３月５日（土） 

    ～２３日（水） 

 

※期間中に取りに来ら

れない場合は無効。 

学 芸 部 だ よ り ⑪ 

碑文が伝える近代鹿島～頌徳碑編～ 

貫誉
か ん よ

上人頌徳碑 
岩松院 

戊辰戦争によって始まり、太平洋戦争によって終わった日本

の近代は戦争が相次いだ時代でした。宗教家である僧侶もいや

おうなく戦争に巻き込まれ、兵士として戦場に動員された僧侶

もいました。能古見の岩松院の住職貫誉上人もそのひとりで

す。 

貫誉は日清・日露戦争に動員されました。日露戦争最大の激

戦となった明治３８年（1905）の奉天会戦では、頭部に銃弾を

浴び、右全半身不随となります。帰国した貫誉は堂宇の改修築、

維持講の創設、寺有財産の拡充など、岩松院の経営に尽力しま

す。また、地域の子女の養育にもあたっています。昭和８年

（1933）には中興開山の号を賜りました。 

こうした貫誉の功績を讃え、昭和１５年１２月に岩松院に石像

が建てられました。台座には貫誉の事績を記した碑文が刻まれ

ています。 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28

2022年　２　月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

2022 年　3　月
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『仲卸人が教える本当においしい野菜・果物の見分け方』 
藤井 雅人／著   幻冬舎メディアコンサルティング 

着 図 書 案 内 新 

『すぐに使える！教養の「語彙力」3240』 
西東社編集部／編  西東社 

あなたは「語彙力」をきちんと身につけてい

ますか？言葉使いを誤ると職場やプライベー

トでの人間関係が悪化することもあります。そ

うならないためにも、本書で語彙を知りデキる

大人になりましょう。 

『「食べる」介護のきほん』 
齋藤 真由／著 翔泳社 

口から食べることは生活の質に直結します

が、食事の用意からお口のケアまで介助するの

は大変です。在宅介護「される人」と「する人」

の実情もふまえながら、「食べる力」をキープす

るための方法をわかりやすく解説。 

今、怒れない人が増えています。パワハラに

なるかも、嫌われる、恥ずかしいなど理由は

様々。「怒り」は自己防衛感情でもあり、怒れな

い人は攻撃されても自分を守れていないかも。

素直に気持ちよく怒れる方法を教えます。 

『なぜ私は怒れないのだろう』 
安藤 俊介／著  産業編集センター 

『佐賀のトリセツ』 
   昭文社  

北は玄界灘、南は有明海、そして広大な佐賀平

野の恵みあふれる佐賀県の特徴と魅力を地形・地

質、歴史、産業・文化など、多彩な分野ごとに見

開き２ページで紹介。あなたの知らない佐賀がま

だまだあります。 

毎週  曜日は、新着図書の日 

貸出カウンター前は新着図書のコーナー

です。毎週金曜日には、約 100冊の新着

図書がみなさんとの出会いを待っていま

す！ぜひ、借りに来てくださいね♪ 

ブロッコリーは緑より紫がかったほうが甘

い、みかんはヘタの切り口が小さくきめの細か

いものがいいなど青果の見分け方をプロが伝授

します。品種や産地、色や形、旬の時期などを基

になぜおいしいのか、目利きポイントも紹介。 

「ぷちギャラリー 私の手仕事」にあな

たの作品を展示しませんか？ 

出品希望の方は図書館職員にお声か

けください。 

 

※展示ケースサイズ 

縦 41ｃｍ、 横 68ｃｍ、 奥行 33ｃｍ 

日時： ３月１３日（日） 10 時～12 時 

場所： エイブル 3階研修室および図書館 

定員： ２０人（事前申込制） 

イベント報告 

としょかん福袋（1/4～） 

 図書館員おすすめの本３冊が入った貸出用福

袋。開館前に入り口で待ってくださった方もい

たほどで、開始３日目には用意していた 110袋

すべての貸出が終了しました。 

 「自分で選ぶと偏ってくるので、知らない本と

の出会いを楽しんでいる」とのお声もいただき

ました       

図書館見学（12/14） 

古枝小学校２年生      海童保育園年長児 

    おでかけわ・わ・わぽっと 

としょかんプチおはなし会（12/19） 

 第１回かしまこどもフェスと鹿島市子育て支援セ

ンターとのコラボ企画の参加者にプチおはなし会

をしました。ちえちひろさんの絵本の一部を大型化

したフォトスポットも設置し、たくさんの方がお子さ

んと写真撮影されていかれました。 

としょかんのクリスマス会 

人形劇団いちごじゃむがやってくる！ 

（12/12） 

 人数制限をして対面形式で 

行いました。小さい子向けの 

短いものや童謡、ウルっとし 

そうな感動劇の後、サプライ 

ズゲストに図書館のサンタクロースが登場！子ども

達は大興奮でした。劇団の方も観客のみなさんも、

やはり目の前で演じ、観ることができるのを喜んで

おられました。 

 お手伝いの子ども図書館サポーターは、後片付け

までして終了しました。 

６５歳以上対象 

あたまイキイキ シニアライフを楽しもう！ 

参加費無料 

 シニアライフを活動的に過ごすために、認知症や生活習慣の

正しい知識を学びませんか。 

 講演の後は、図書館で脳力アップのための本探し体験もあり

ます！ 

講師 

杉本 健 氏 

古賀小児科内科医院 事務長 

主任介護支援専門員 2 月 12 日（土）9時半から 

電話・カウンターで受付開始 

ぷちギャラリー私の手仕事 

展示作品募集！ 


